
(57)【要約】
【課題】植物の成育に有効な成分を持つ物質を各種混合して、防虫、除虫性肥料を得るこ
とを目的とする。
【解決手段】　トレハロース粉末、貝化石粉末、糖蜜を水分を加えて混合し、籾殻に一定
時間に含浸させ、水分を除いて後、米糠を加え、醗酵させて得ることを特徴とする防虫、
除虫性肥料の製法、トレハロース粉末、貝化石粉末、糖蜜を水分を加えて混合し、籾殻に
一定時間に含浸させ、水分を除いて後、米糠を加え、醗酵させて得ることを特徴とする前
記記載の防虫、除虫性肥料、およびトレハロース粉末、貝化石粉末、糖蜜を水分を加えて
混合し、籾殻に一定時間に含浸させ、水分を除く際に生ずる残存水分からなる防虫、除虫
剤。 10
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ト レ ハ ロ ー ス 粉 末 、 貝 化 石 粉 末 、 糖 蜜 を 水 分 を 加 え て 混 合 し 、 籾 殻 に 一 定 時 間 に 含 浸 さ
せ 、 水 分 を 除 い て 後 、 米 糠 を 加 え 、 醗 酵 さ せ て 得 る こ と を 特 徴 と す る 防 虫 、 除 虫 性 肥 料 の
製 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 ト レ ハ ロ ー ス 粉 末 、 貝 化 石 粉 末 、 糖 蜜 を 水 分 を 加 え て 混 合 し 、 籾 殻 に 一 定 時 間 に 含 浸 さ
せ 、 水 分 を 除 い て 後 、 米 糠 を 加 え 、 醗 酵 さ せ て 得 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 防 虫
、 除 虫 性 肥 料 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ト レ ハ ロ ー ス 粉 末 、 貝 化 石 粉 末 、 糖 蜜 を 水 分 を 加 え て 混 合 し 、 籾 殻 に 一 定 時 間 に 含 浸 さ
せ 、 水 分 を 除 く 際 に 生 ず る 残 存 水 分 か ら な る 防 虫 、 除 虫 剤 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 野 菜 、 草 花 、 穀 類 な ど に 施 用 す る 防 虫 、 除 虫 性 肥 料 の 製 法 お よ び そ の 製 品
に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 食 用 と な る 野 菜 類 に つ い て 、 農 薬 を 使 用 す る こ と の 危 険 性 に つ い て は 夙 に 問 題 化 し て い
る こ と で あ る が 、 全 く 肥 料 を 施 さ ず 、 あ る い は 防 虫 対 策 を と ら な い で 農 業 栽 培 を 行 う こ と
は 、 専 業 的 に は 大 幅 な 減 収 を 伴 い 、 不 可 能 に 近 い こ と と 云 わ ね ば な ら ず 、 そ れ ら の 対 策 に
苦 慮 す る と こ ろ で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 発 明 は 、 植 物 の 成 育 に 有 効 な 成 分 を 持 つ 物 質 を 各 種 混 合 し て 、 画 期 的 な 防 虫 、 除 虫
性 肥 料 を 得 る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ト レ ハ ロ ー ス 粉 末 、 貝 化 石 粉 末 、 糖 蜜 を 水 分 を 加 え て 混 合 し 、 籾 殻 に 一 定 時 間 に 含 浸 さ
せ 、 水 分 を 除 い て 後 、 米 糠 を 加 え 、 醗 酵 さ せ て 得 る こ と を 特 徴 と す る 防 虫 、 除 虫 性 肥 料 の
製 法 、 お よ び ト レ ハ ロ ー ス 粉 末 、 貝 化 石 粉 末 、 糖 蜜 を 水 分 を 加 え て 混 合 し 、 籾 殻 に 一 定 時
間 に 含 浸 さ せ 、 水 分 を 除 い て 後 、 米 糠 を 加 え 、 醗 酵 さ せ て 得 る こ と を 特 徴 と す る 前 記 記 載
の 防 虫 、 除 虫 性 肥 料 、 お よ び ト レ ハ ロ ー ス 粉 末 、 貝 化 石 粉 末 、 糖 蜜 を 水 分 を 加 え て 混 合 し
、 籾 殻 に 一 定 時 間 に 含 浸 さ せ 、 水 分 を 除 く 際 に 生 ず る 残 存 水 分 か ら な る 防 虫 、 除 虫 剤 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 発 明 の 防 虫 、 除 虫 性 肥 料 の 主 材 料 と し て 用 い る 三 種 の 中 、 ト レ ハ ロ ー ス は 生 体 の 生
育 に 必 要 な 有 効 な 成 分 を 持 ち 、 数 々 の 優 れ た 基 本 物 性 、 機 能 特 性 を 有 す る も の で あ り 、 貝
化 石 粉 末 は 、 各 種 の ミ ネ ラ ル が 含 有 さ れ て お り 、 土 壌 改 良 剤 と し て 有 効 で あ り 、 ま た 醗 酵
を 促 進 し 、 糖 蜜 は 肥 料 と し て 有 効 な 物 質 で あ り 、 こ れ ら 三 種 の 成 分 が も た ら す 相 乗 的 効 果
に よ っ て 、 こ の 発 明 の 防 虫 、 除 虫 性 肥 料 を 栽 培 使 用 土 に 混 入 す る こ と で 、 従 来 、 除 虫 が で
き な か っ た キ ャ ベ ツ 、 白 菜 な ど の 葉 菜 類 に 寄 生 す る 青 虫 な ど を 充 分 に 除 く こ と が で き 、 こ
の 発 明 の 防 虫 、 除 虫 性 肥 料 を 使 用 後 、 そ れ ら 葉 菜 類 は そ の 葉 、 茎 な ど を 侵 さ れ る こ と こ と
が な く 、 成 育 が 順 調 と な っ て い る （ 栽 培 テ ス ト 完 了 済 み ） 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ト レ ハ ロ ー ス 粉 末 、 貝 化 石 粉 末 、 糖 蜜 を 水 分 を 加 え て 混 合 し 、 籾 殻 に 一 定 時 間 に 含 浸 さ
せ 、 水 分 を 除 い て 後 、 米 糠 を 加 え 、 醗 酵 さ せ て 得 る こ と を 特 徴 と す る 防 虫 、 除 虫 性 肥 料 の
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製 法 、 お よ び ト レ ハ ロ ー ス 粉 末 、 貝 化 石 粉 末 、 糖 蜜 を 水 分 を 加 え て 混 合 し 、 籾 殻 に 一 定 時
間 に 含 浸 さ せ 、 水 分 を 除 い て 後 、 米 糠 を 加 え 、 醗 酵 さ せ て 得 る こ と を 特 徴 と す る 前 記 記 載
の 防 虫 、 除 虫 性 肥 料 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 発 明 の 防 虫 、 除 虫 性 肥 料 の 主 材 料 と し て 、 ト レ ハ ロ ー ス ［ た と え ば 商 品 名 「 ト レ ハ
」 （ 粉 末 状 ） と し て 、 株 式 会 社 　 林 原 （ 岡 山 市 下 石 井 １ － ２ － ３ 所 在 ） よ り 現 在 販 売 中 ］
、 貝 化 石 粉 末 ［ 海 洋 生 物 が 化 石 化 し た も の の 粉 末 、 た と え ば 商 品 名 「 ナ チ ュ ラ ル 」 と し て
株 式 会 社 ケ ー ・ エ ム ・ エ ー （ 東 京 都 港 区 虎 ノ 門 ４ － １ － １ １ － ８ ０ ３ 所 在 ） よ り 現 在 販 売
中 ］ 、 糖 蜜 の 三 種 を 用 い る 。 す な わ ち ト レ ハ ロ ー ス 粉 末 、 貝 化 石 粉 末 、 糖 蜜 を １ ： １ ： ２
の 比 率 に 、 必 要 量 （ た と え ば 、 １ ５ ０ リ ッ ト ル の 水 量 に 、 ト レ ハ ロ ー ス 粉 末 ０ ． ５ リ ッ ト
ル 、 貝 化 石 粉 末 ０ ． ５ リ ッ ト ル 、 糖 蜜 １ リ ッ ト ル ） を 調 整 し 、 適 宜 の 容 器 、 た と え ば 合 成
樹 脂 性 容 器 中 に 入 れ よ く 混 合 す る 。 こ の 混 合 体 中 に 籾 殻 を 網 目 状 の 嚢 に 入 れ て 約 ７ 日 間 程
浸 漬 す る 。 そ の 後 、 水 分 を 除 き 、 適 量 の 米 糠 を 加 え て 、 好 ま し く は 木 製 の 容 器 内 に 入 れ て
、 醗 酵 、 発 熱 の 過 程 に 入 り 、 ４ 日 目 に お い て 約 ６ ０ 度 Ｃ の 発 熱 状 態 に 達 し 、 以 後 次 第 に 醗
酵 が 進 展 す る 。 そ し て 約 １ ０ 日 間 を 経 て 、 籾 殻 内 に 醗 酵 体 が 充 分 に 含 浸 さ せ た と こ ろ の 、
こ の 発 明 の 防 虫 、 除 虫 性 肥 料 を 得 る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 発 明 の 防 虫 、 除 虫 性 肥 料 は 取 り 扱 い が 容 易 で あ り 、 そ れ を 栽 培 使 用 土 に 混 入 す る こ
と で 、 従 来 、 除 虫 が で き な か っ た キ ャ ベ ツ 、 白 菜 な ど の 葉 菜 類 に 寄 生 す る 青 虫 な ど を 除 く
こ と が で き 、 そ れ ら 葉 菜 類 は そ の 葉 、 茎 な ど を 侵 さ れ る こ と こ と が な く 、 成 育 が 順 調 と な
っ て い る が 、 草 花 の 肥 料 と し て も 同 様 に 有 効 で あ り 、 さ ら に 広 く 穀 類 な ど の 肥 料 と し て 、
無 農 薬 、 有 機 栽 培 の 一 環 と し て 有 益 で あ る 。 な お ま た 前 述 の こ の 発 明 の 混 合 体 中 に 、 籾 殻
を 網 目 状 の 嚢 に 入 れ 、 必 要 日 数 の 間 浸 漬 し 、 そ の 後 、 水 分 を 除 く 際 に 生 ず る 残 存 水 分 を 、
防 虫 、 除 虫 剤 と し て 、 一 旦 、 水 で 薄 め て 、 作 物 に 応 じ て 適 当 量 、 施 す こ と に よ っ て 、 そ れ
ら の 生 育 に 良 好 な 品 質 と す る こ と に も 有 効 で あ る 。
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